
店舗駐車場建設の事前調査。東一坊坊間路と左京三条

一坊七坪東辺部にあたり、西隣に第2 4 2 - 8 次調査区があ

る。調査而稜は約4 0 0 , 2 、期間は７月1 1 1 ～3 1 日。
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◆ 左京三条一坊七坪･ 東一坊坊間路の調査

一第２６９－５次

■

構の可能性があり、堆秋土を分析中である。
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S D 7 0 5 0 から大迂の土器、瓦と木製品、木簡が出土。

土器・瓦土器は奈良時代後半～平安時代のものが主体

である｡ 瓦は6 3 1 6 ＤＣなどの軒丸瓦９型式９点､ 6 7 1 1 ＡＡな

どの軒平瓦３型式３点があり、宮南面の所用瓦が多い。

また、三彩平瓦も１点出土した。（玉田芳英／考古第２）

木製品S D 7 0 5 0 から人形８点、曲物側板片２点、曲物底

板片２点、題簸軸片１点、部材１点が出土。人形６点が

しがらみS X 7 0 6 0 で集中出土した点に注目でき、人形３点

を報告する( 図4 0 ) 。いずれもヒノキの薄板を切って人の

正面全身を表す。１は両側縁の二等辺三角形の切欠きて、

頚部を表現、足は下端から切込みを入れ、折取って作る。

頭部はl j l 形､ 顔は墨描き。顔の約半分を欠披｡ 現存長1 8 . 9

c m、幅3 . 0 c m、厚さ0 . 3 c m。２はi I I l j 側縁を浅く切込んで頚

部を表現、足は切込みを入れ、折取って作る。頭部は丸

い。破損のため、不明瞭だが顔面を墨描きしているらし

い。現存長1 9 . 8 c m、幅3 . 3 c m、厚さ0 . 6 c m。３は上部が長

い三角形の･ 切欠きで頚部を、長三角形の切欠きで足を表

現する。約半分を欠損。現存長2 3 . 3 Ｃｌ､ 、現存| 幅1 . 9 c m、厚

２検出した主な遺構

奈良・平安時代のものは、東一坊坊間路と東西両側溝、

七坪の束而築地や、西側溝から分流する斜行瀞、土坑、

溝がある。他には、弥生時代の溝を検出した。

S F 7 0 4 5 束一坊坊間路｡ 包含屑を除去した地山而で検出

し、整地土等は確認できなかった。規模は側溝心心で約

2 1 . 6 ｍで、６０大尺とすることができる。

S D 7 0 5 0 束一坊坊間路西側溝。幅は検出而で約5 . 2 ～

6 . 0 ｍ、深さは約1 . 3 ｍ・屑位は大きく４牌に分かれ、下

２屑が奈良時代、上２牌は平安時代以降の堆稜。

S D 7 0 5 5 東一坊坊間路束側溝。幅約2 . 4 ｍ、深さ約0 . 4

ｍ・瀧東肩には大鐙の瓦が堆積し、十坪の両面には遺職

を確認できなかったが、築地があったと推定できる。

S D 7 0 5 9 西側溝から東南方向に分流する水路。この位

置のS D 7 0 5 0 内には、杭を打ち込んで丸太や木の枝、木の

皮などで作ったしがらみS X 7 0 6 0 がある｡ 堆枝土からは平

城宮土器Ⅷに属する土師器杯が出土し、S D 7 0 5 9 は平城京

廃都後の水田耕作に関わる導水路と考えられる｡ ＳＸ７０６０

からは上流から流れてきたと思われる人形が６点出土。

S A 7 0 7 0 七坪の東而築地。掘込地業か築成土と思われ

る黄褐色の粘質土がわずかに残る。東辺部にS S 7 0 6 4 、西

辺部にはS S 7 0 6 5 の添柱列があるが、S D 7 0 6 5 については

後世の土坑、溝によって柱穴が失われている。そのため、

築地の基底部幅は未確定だが、８尺前後と想定できよう。

S K 7 0 5 7 S A 7 0 7 0 上にある土坑。平安時代以降か。中に

川原石が２個入り、東南隅からは斜行溝S D 7 0 5 8 が

S D 7 0 5 0 に向けて流れる。こうした状況からみて、便所巡
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図４０S X 7 0 6 0 出士の人形
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図３９第2 6 9 - 5 次調査遺構図１：１５０
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同形品が他に３点ある。

（臼杵勲／考古第１）

木簡S D 7 0 5 0 から木

簡1 0点( うち削屑３点）

が出土。①の｢ 諸陵寮_ ，

( 図3 8 ) は、大宝令制に

おける治部省諸陵司が

天平元( 7 2 9 ) 年８月に

昇格したもので( 『続日

本紀』) 、これ以降のも

の。

（古尾谷知浩／史料）
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今回の調査では、東

一坊坊間路と東西両側

溝を検出し、道路が側

溝心心で6 0 大尺の規模

であることが判明した

これは、従来京南方で

確認していた規模と等

しい。また、平安時代
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の用水路や人形を検出、

S S 7 0 6 4

平城廃都後の土地利用

の様相や平安時代初頭

の祭祁の様相の一端が

判明するなど、その成

果は大きいと言える。
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